
MITSUBISHI KAGAKU BIO-CLINICAL LABORATORIES, INC. 発行　平成17年6月�

05-22

N-06

 

本社：〒174-8555　東京都板橋区志村3-30-1　�

TEL：03（5994）2111 http : // www.mbcl.co.jp�
�

株式 
会社 

●●平成17年7月1日 (金)

●●［5427］特異的IgE ヤマイモ
●●［5440］特異的IgE クルミ
●●［5497］特異的IgE スイカ

新規受託項目

受託開始日

新規受託項目のお知らせ

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。

さて、弊社では皆様のご要望にお応えし、また医療の進歩に寄与するべく絶えず

検査領域の拡大に努めておりますが、此の度、下記項目の検査受託を開始すること

になりました。

取り急ぎご案内致しますので、宜しくご利用の程お願い申し上げます。

敬具

記



5497

スイカ

5440

クルミ

5427

ヤマイモ

項目コード

検査項目名

検 体 量

保 存 方 法

検 査 方 法

基 準 値

所 要 日 数

検査実施料

検査判断料

定 価

備 考

血清　0.3mL

冷蔵

FEIA法

0.34 UA/mL 以下

3～4日

各120点(［D015］血漿蛋白免疫学的検査の「9」)

144点(免疫学的検査)

各2,000円

特異的IgE ヤマイモ・クルミ・スイカ

検査要項

食物アレルギーを引き起こすことが明らかされた食品については、現在これらを含むものとして5
品目が表示を義務付けられ、20品目(平成16年12月24日にバナナを追加)が表示することを推奨さ
れています。此の度新たにIgE抗体検査が可能になったアレルゲンのうち、ヤマイモとクルミは原材
料に含まれる旨の表示を推奨されている食品です。また、ヤマイモは含有コリンによる接触性紅斑
を示す “仮性アレルゲン” としても知られ、ヤマイモ摂取に伴うアレルギー様症状が真にアレルギ
ーによるものか否かの鑑別にも有用です。
なお、近年、花粉症患者が花粉と交差抗原性をもつ食品を摂取したために起こる口腔アレルギー
症候群(OAS；Oral Allergy Syndrome)が注目されていますが、シラカンバ花粉ではクルミが、イネ科
ならびにブタクサ花粉ではスイカがOASにおける交差反応抗原として知られています。
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